
（1）

「
家
業
」
に
つ
い
て
（
２
）

―
平
安
時
代
を
中
心
に
―

胡　
　
　
　
　

潔

は
じ
め
に

　
「
家
業
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
の
文
献
上
に
現
れ
た
の
は
、『
続
日
本
紀
』

で
あ
る
。

　
　

 

①
比
来
、
百
姓
の
例
多
く
は
乏
少
に
し
て
、
公
私
弁
へ
ぬ
に
至
る
者
衆

し
。
若
し
矜
み
量
ら
ず
は
、
家
道
存
り
難
か
ら
む
。
望
み
請
は
く
は
、

比
年
之
間
、
諸
国
を
し
て
毎
年
に
春
の
初
に
税
を
出
し
百
姓
に
貸
し
与

へ
て
そ
の
産
業
を
継
が
し
め
、
秋
の
熟
の
後
に
至
り
て
数
に
依
り
て
徴

り
納
め
し
む
る
こ
と
を
。
‥
望
み
請
は
く
は
、
養
老
二
年
よ
り
以
前
を

限
り
て
公
私
を
論
ふ
こ
と
無
く
皆
放
免
に
従
は
む
こ
と
を
。
庶
は
く 

は
、
貧
乏
し
き
百
姓
を
し
て
各
家
業
存
ら
し
め
む
こ
と
を
。（
続
紀
・

巻
八
）

　
　

 

②
官
人
百
姓
、
憲
法
を
畏
れ
ず
、
私
に
徒
衆
を
聚
め
、
意
を
任
せ
て
双

六
し
て
淫
迷
に
至
る
。
子
は
父
に
順
ふ
こ
と
無
く
、
終
に
家
業
を
亡 

ひ
、
亦
孝
道
を
虧
く
。
斯
に
因
り
て
遍
く
京
畿
と
七
道
と
の
諸
國
に
仰

せ
て
、
固
く
禁
断
せ
し
む
（
続
紀
・
巻
十
九
）

①
は
、
養
老
四
年
（720

）
三
月
十
七
日
に
奏
上
し
た
太
政
官
奏
で
あ
る
。

年
来
百
姓
の
生
活
（
家
道
）
が
困
窮
し
、
公
私
の
負
担
に
耐
え
か
ね
る
者
が

多
く
い
る
。
そ
の
生
計
（
家
業
）
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、
正
税
の
稲
を
出

し
て
人
々
に
貸
与
し
、
そ
の
生
業
（
産
業
）
を
継
続
さ
せ
、
秋
の
収
穫
後
に

貸
与
し
た
数
量
に
応
じ
て
徴
収
す
る
。
ま
た
稲
の
負
債
を
負
っ
て
い
る
者
に

は
、
養
老
二
年
よ
り
以
前
を
限
度
に
、
公
私
の
別
な
く
、
す
べ
て
の
債
務
を

免
除
す
る
、
と
い
う
。
②
は
、
天
平
勝
宝
六
年
（754

）
十
月
十
四
日
に
出

さ
れ
た
勅
令
で
あ
り
、
京
畿
七
道
諸
國
で
流
行
っ
て
い
る
双
六
を
禁
止
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
禁
止
の
目
的
は
賭
博
に
よ
る
生
活
基
盤
（
家
業
）
の

破
綻
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
二
例
の
「
家
業
」
と
も
生
計
・
生
活
基
盤
の

意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
稿

1

で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
古
代
文
献
に
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見
ら
れ
る
家
業
と
い
う
語
に
は
基
本
的
に
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
一
つ
は
、

（
祖
先
伝
来
の
）
生
活
基
盤
、
家
財
の
意
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、（
祖
先
伝

来
の
、
そ
の
家
の
生
計
を
立
て
る
た
め
の
）
特
技
、
生
業
の
意
で
あ
る
。
明

ら
か
に
続
紀
に
見
え
る
家
業
の
語
の
意
味
は
前
者
の
用
法
に
属
す
る
。

　
　

③
遠
江
介
從
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
散
位
外
從
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長

一
十
五
人
言
、
土
師
之
先
出
自
天
穗
日
命
其
十
四
世
孫
名
‥

祖
野
見

宿
禰
進
奏
曰
、
如
臣
遇
意
殉
埋
之
禮
殊
乖
仁
政
益
國
利
人
之
道
仍
率
土

師
三
百
餘
人
自
領
取
埴
造
諸
物
象
進
之
。
‥
式
觀
祖
業
，
吉
凶
相
半
、

若
其
諱
辰
掌
凶
、
祭
日
預
吉
。
如
此
供
奉
、
允
合
通
途
。
今
則
不
然
。

專
預
凶
儀
。
尋
念
祖
業
、
意
不
在
茲
。
望
請
因
居
地
名
、
改
土
師
以
為

菅
原
姓
。
勅
依
請
許
之
。（
続
紀
・
巻
三
十
六
）

③
は
天
応
元
年
（781

）
六
月
二
十
五
日
に
奏
上
し
た
土
師
の
改
姓
の
申
請

の
記
録
で
あ
る
。
殉
埋
の
代
わ
り
に
埴
輪
を
造
る
こ
と
を
専
門
と
す
る
土
師

氏
の
土
師
道
長
ら
十
五
人
は
、
も
と
も
と
吉
事
凶
事
の
両
方
を
預
か
る
職
掌

（
＝
祖
業
）
は
今
凶
儀
の
み
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
改
姓
を
申
請
し
た
。

そ
の
翌
年
の
延
暦
元
年
（782

）
に
土
師
安
人
ら
兄
弟
六
人
も
同
じ
理
由
で

秋
篠
に
改
姓
し
た

2

。
こ
の
土
師
氏
か
ら
地
名
に
因
ん
で
、
菅
原
と
秋
篠
の

二
つ
に
分
か
れ
て
い
く
が
、
土
師
氏
が
こ
こ
で
言
う
「
祖
業
」
は
、
大
葬
や

陵
墓
に
関
す
る
事
務
を
司
り
、
ま
た
陵
墓
に
用
い
ら
れ
る
埴
輪
の
製
作
の
職

掌
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
世
紀
末
に
編
纂
さ
れ
た
続
紀
の
段
階
で 

は
、「
家
業
」
は
「
家
財
」
の
意
に
、「
祖
業
」
は
祖
先
伝
来
の
職
業
の
意
に

使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
以
降
の
漢
字

文
献
を
見
る
と
、「
家
業
」
の
語
が
次
第
に
「
武
芸
」

3

、「
明
法
」

4

、「
医

学
」

5

な
ど
と
い
っ
た
、
比
較
的
に
新
し
く
形
成
さ
れ
た
特
技
や
学
問
を
指

す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
中
世
に
な
る
と
、
特
定
の
家
に
よ
っ
て
独
占
的
に

継
承
さ
れ
て
い
く
所
職
、
所
領
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
用
法
上
の

変
化
が
観
察
さ
れ
る
。
特
に
玉
葉
、
吾
妻
鏡
、
鎌
倉
遺
文
な
ど
の
中
世
の
文

献
に
お
い
て
、「
家
業
」
は
殆
ど
所
職
お
よ
び
そ
の
職
に
付
随
し
た
所
領
を

指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

 

④
件
所
領
所
職
等
、
云
生
西
重
代
相
伝
、
云
将
軍
家
之
御
恩
賜
、
知
行

無
相
違
、
然
嫡
男
左
衛
門
尉
朝
長
在
生
時
、
譲
与
之
処
、
早
世
畢
、
然

朝
長
子
息
之
中
、
以
五
郎
長
村
立
嫡
男
、
可
令
相
継
家
業
之
由
、
平
生

之
時
令
計
置
畢
、
仍
任
其
趣
、
為
長
村
嫡
々
相
承
、
件
所
領
所
職
等
、

云
重
代
相
伝
証
文
、
云
将
軍
家
代
々
御
下
文
、
調
度
之
、
以
所
譲
与
也
、

但
生
西
一
期
之
間
、
可
進
退
知
行
也
、
於
没
後
者
、
任
譲
状
、
無
他
妨
、

長
村
可
令
領
掌
知
行
之
状
、
所
譲
渡
如
件
（
鎌
倉
遺
文
・
寛
喜
二
年
二

月
二
十
日
小
山
朝
政
譲
状
案
）

④
は
、
寛
喜
二
年
（1230

）
に
書
か
れ
た
譲
与
書
で
あ
る
。
平
安
末
期
か
ら

鎌
倉
初
期
の
武
将
小
山
朝
政
が
「
重
代
相
伝
」
の
所
領
所
職
を
一
旦
嫡
男
朝

長
に
譲
与
し
た
が
、
朝
長
の
早
死
に
よ
り
、
再
び
朝
長
の
嫡
子
長
村
を
家
業

の
後
継
者
と
し
て
、
所
領
所
職
を
受
け
継
が
せ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
家
業
」

は
所
職
所
領
で
あ
る
。
こ
の
所
職
所
領
は
、
先
述
し
た
家
業
の
「
生
業
」
の
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「家業」について（２）

意
味
と
、「
家
財
」
の
意
味
の
両
方
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
言
わ
ば
世
襲
化
さ
れ
、
家
産
化
さ
れ
た
職
業
は
家
業
な
の
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
中
国
の
家
業
の
語
の
用
法
と
比
較
す
れ
ば
よ
り
鮮
明
に
な
る
。

中
国
語
で
言
う
家
業
も
父
祖
と
子
孫
の
間
で
伝
承
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

家
財
を
意
味
す
る
家
業
は
、
父
子
兄
弟
の
同
居
体
を
前
提
と
し
た
生
活
基
盤

を
指
し
、
職
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
生
業
・
特
技
を
意
味
す
る
家

業
、
特
に
学
問
（
こ
れ
も
特
技
の
一
種
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
）
の
場
合

は
立
身
出
世
の
手
段
に
は
な
る
も
の
の
、
職
と
は
直
結
し
な
い
。
才
徳
主
義

の
官
人
選
抜
制
度
が
確
立
し
た
後
、
特
に
漢
武
帝
の
儒
学
国
学
化
以
降
は
、

儒
学
な
ど
学
問
を
以
っ
て
出
仕
す
る
儒
学
者
が
多
く
、
儒
学
を
家
業
と
す
る

家
も
多
く
出
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
で
述
べ
た
が

6

、
学
問
や
特
技

は
官
職
を
獲
得
す
る
手
段
に
な
れ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
官
職
は

父
子
間
で
継
承
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
見
た
小
山
朝
政
の
譲
与
書

に
書
か
れ
た
譲
与
の
内
容
は
、
家
財
そ
の
も
の
で
は
な
く
所
職
所
領
で
あ 

る
。
こ
の
よ
う
な
収
益
を
内
包
さ
れ
た
官
職

7

が
直
系
的
に
父
子
間

8

で
継

承
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
公
的
な
律
令
官
人
制
の
視
点
か
ら
み
れ

ば
、
公
務
の
私
有
化
―
血
縁
原
理
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
私
的

な
家
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
家
業
の
公
職
化
、
機
構
化
を
意
味
す
る
。
日
本

中
世
の
家
の
機
構
的
性
格
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
詳
述
す
る
が
、
本

論
文
は
、
家
業
と
い
う
概
念
の
導
入
か
ら
中
世
的
家
業
観
の
成
立
ま
で
の
過

程
を
究
明
す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
官
職
の
家
業
化
が
著
し
く
進
展
し
て

い
っ
た
十
世
紀
、
十
一
世
紀
を
中
心
に
、
官
職
を
軸
に
形
成
さ
れ
た
父
系
的

継
承
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

蔭
位
制
の
世
襲
的
傾
向

　

律
令
国
家
の
官
人
制
は
才
徳
主
義
を
基
本
と
す
る
が
、
上
層
の
皇
族
、
貴

族
、
高
官
に
与
え
ら
れ
た
貴
族
的
特
典
が
ど
の
時
代
に
も
設
け
ら
れ
て
た
。

唐
制
を
範
に
取
っ
た
古
代
日
本
の
律
令
官
人
制
も
才
徳
主
義
を
原
則
と
し
た

が
、
導
入
時
か
ら
唐
制
の
官
人
制
の
中
の
貴
族
的
要
素
を
よ
り
多
く
取
り
入

れ
、
さ
ら
に
修
正
を
加
え
た
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
蔭
位
制
の
導
入
は
そ

の
典
型
例
と
い
え
よ
う
。「
蔭
位
」
と
い
う
の
は
日
本
史
学
の
用
語
で
、
中

国
の
文
献
で
は
「
任
子
」、「
門
蔭
」、「
資
蔭
」、「
承
蔭
」
な
ど
と
い
っ
た

言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
。「
任
子
」
と
は
漢
代
の
高
官
の
特
典
で
、
二
千
石

以
上
の
官
で
三
年
以
上
在
職
す
れ
ば
、
兄
弟
か
子
の
一
人
を
保
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
あ
る

9

。「
蔭
」
と
い
う
語
は
、「
樹
成
蔭
而
衆
鳥

息
焉
」（
荀
子
）、「
枝
葉
落
則
本
根
無
所
庇
蔭
」（
文
選
）
と
い
っ
た
言
葉
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
「
樹
蔭
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
人

間
関
係
の
「
庇
護
」
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
律
令
制
下
で
は
政
治
地

位
の
高
い
者
の
、
そ
の
親
族
に
及
ぶ
「
蔭
」（
＝
庇
護
）
の
範
囲
が
制
度
的

に
決
め
ら
れ
て
い
る
。「
以
品
之
高
卑
蔭
其
親
屬
，
多
者
及
九
族
，
少
者
三

世
」
10

と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
官
品
に
よ
っ
て
「
蔭
」
の
範
囲

が
異
な
る
。「
蔭
」
の
内
容
も
多
方
面
に
亘
り
、
大
別
し
て
、
律
蔭
と
令
蔭
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は
、
こ
の
よ
う
な
律
令
国
家
の
歴
史
的
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
蔭
位
制
は
唐
の
資
蔭
制
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
唐
の
資
蔭

制
も
中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
変
化
し
て
き
た
産
物
で
あ
る
。
資
蔭
制
は

両
漢
時
代
の
任
子
制
に
淵
源
を
持
つ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
漢
の
任

子
制
の
享
受
範
囲
は
兄
弟
か
子
で
あ
る
。
父
子
間
と
い
う
直
系
的
に
限
定

し
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
制
度
は
最
初
か
ら
継
承
の
た
め
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
任
子
制
が
魏
晋
南
北
朝
に
な
る

と
、
九
品
中
正
制
に
よ
っ
て
姿
が
覆
わ
れ
て
し
ま
い
、
容
易
に
文
献
か
ら
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
僅
か
『
隋
書
』
な
ど
の
記
録
に
よ
っ

て
、
梁
、
陳
の
時
代
に
任
子
制
の
範
囲
が
王
侯
、
三
公
（
長
）
子
に
狭
め
ら

れ
、
梁
、
陳
の
時
代
に
な
る
と
、
王
侯
と
三
公
子
に
令
僕
子
、
次
令
僕
子
が

加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
父
の
階
級
に
応
じ
て
叙
任
が
七
段
階
に
も
分

け
ら
れ
、
し
か
も
父
子
と
い
う
直
系
的
関
係
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
歴
史
的
変
遷
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
14

。
父
の
階
級
に
応
じ
た

七
段
階
の
叙
任
設
定
や
子
に
限
定
し
た
こ
と
は
恐
ら
く
こ
の
時
期
の
九
品
中

正
制
の
「
郷
品
」
の
評
定
法
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
宮
崎
市
定
氏

に
よ
れ
ば
、
九
品
中
正
制
の
「
郷
品
」
の
評
定
は
、
そ
の
父
の
官
位
、
官
職

を
参
照
し
て
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
15

。
ま
た
特
典
の
範
囲
を
縮

小
し
よ
う
と
し
た
と
き
は
、「
〜
子
」
と
い
う
方
法
は
最
も
有
効
だ
か
ら
で

あ
る
。
要
す
る
に
唐
の
資
蔭
制
に
見
ら
れ
る
階
級
性
と
直
系
制
は
貴
族
的

九
品
中
正
制
が
盛
行
し
た
魏
晋
南
北
朝
を
経
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

が
あ
る
。
科
罪
の
減
、
贖
は
律
蔭
で
、
労
役
、
課
税
の
免
除
、
労
働
力
「
蔭

人
」
11

の
支
給
な
ど
は
令
蔭
で
あ
る
。
子
弟
の
出
身
上
の
特
典
即
ち
「
蔭

位
」
も
令
蔭
の
一
つ
で
あ
る
。
唐
制
の
諸
蔭
制
度
は
古
代
日
本
に
導
入
さ
れ

た
も
の
の
、
発
達
し
て
お
ら
ず
、
蔭
位
制
つ
ま
り
官
人
出
身
法
の
み
が
発
達

し
、
し
か
も
嫡
庶
制
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
種
の
継
承
法
と
見
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
12

。
古
代
日
本
の
蔭
位
制
に
見
ら
れ
る
こ
の
継
承
性
に

つ
い
て
、
野
村
忠
夫
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
か
ら
継
続
的
に
再
生
産
さ
れ
て

い
く
」
た
め
の
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
13

。
律
令
制
が
導
入
さ
れ
た
当
初

は
、
律
令
国
家
の
根
幹
を
な
す
官
人
制
度
の
整
備
が
最
も
緊
要
な
課
題
で

あ
っ
た
ろ
う
が
、
国
家
の
基
礎
に
家
が
あ
り
、
家
の
安
定
は
国
の
安
定
の
前

提
で
あ
る
と
い
う
「
国
―
家
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
律
令
導
入
に
伴
っ
て
古

代
日
本
に
も
伝
わ
り
、
国
家
の
基
礎
で
あ
る
家
の
樹
立
も
急
務
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
思
い
が
け
な
い
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い

た
。
両
社
会
の
親
族
構
造
の
違
い
で
あ
る
。
唐
律
令
制
は
父
系
社
会
を
前

提
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
家
と
言
え
ば
夫
方
居
住
・
父
系
同
居
家
族
を
基

本
と
し
、
父
祖
か
ら
子
孫
へ
と
父
系
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
双
系
社
会
の
古
代
日
本
で
は
、
成
人
の
父
子
兄
弟
が
別
居
す
る

と
い
う
居
住
慣
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
唐
制
で
言
う
よ
う
な
父
系
的
に
継

承
さ
れ
る
家
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
代

わ
る
父
子
継
承
の
「
家
」
の
樹
立
が
律
令
国
家
の
基
礎
作
り
の
一
環
と
し

て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
蔭
位
制
に
盛
り
込
ま
れ
た
継
承
的
要
素
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位
下
。
庶
子
及
従
五
位
嫡
子
従
八
位
上
。
庶
子
従
八
位
下
。
三
位
以
上

蔭
及
孫
。
降
子
一
等
。
外
位
蔭
准
内
位
。
其
五
位
以
上
。
帯
勲
位
高
者
。

即
依
当
勲
階
。
同
官
位
蔭
。
四
位
降
一
等
。
五
位
降
二
等

唐
の
資
蔭
と
日
本
の
蔭
位
を
比
較
し
た
牧
英
正
氏
は
、
両
者
の
違
い
を
、
①

日
本
令
は
唐
令
よ
り
蔭
位
の
範
囲
が
一
代
縮
小
し
た
、
②
唐
令
は
嫡
子
孫
の

み
で
あ
る
が
、
日
本
令
で
は
嫡
庶
の
別
を
設
け
て
、
諸
子
に
蔭
を
受
け
さ

せ
る
、
③
唐
令
で
は
蔭
叙
は
二
五
歳
か
ら
、
日
本
令
で
は
二
十
一
歳
か
ら

に
な
っ
て
い
る
16

、
④
唐
の
秀
才
以
下
の
第
階
が
ほ
ぼ
同
等
に
継
受
さ
れ

た
の
に
、
唐
の
蔭
階
に
比
べ
て
日
本
で
は
上
位
者
の
蔭
階
が
著
し
く
高
く

な
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
17

。
氏
の
指
摘
し
た
唐
制
と
日
本
律
令
の
差

異
を
纏
め
て
い
う
と
、
①
「
世
代
の
短
縮
」、
②
「
嫡
庶
制
の
移
入
」、
③

「
叙
位
年
齢
の
降
下
」、
④
「
叙
位
位
階
の
上
昇
」
の
四
つ
に
な
る
の
で
、
逐

次
に
考
え
て
み
る
。
①
で
指
摘
し
た
世
代
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
日
本
令

で
は
最
初
か
ら
父
―
子
間
の
蔭
位
関
係
を
想
定
し
た
可
能
性
が
高
い
。
唐

制
の
文
言
に
牽
制
さ
れ
て
孫
を
蔭
位
の
範
囲
内
に
入
れ
た
が
、
三
位
以
上

と
い
う
限
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
小
範
囲
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

安
時
代
に
見
ら
れ
る
、
孫
や
兄
弟
を
わ
ざ
わ
ざ
養
子
に
し
て
親
子
関
係
に

擬
制
す
る
こ
と
18

か
ら
見
て
も
、
蔭
位
制
の
真
の
狙
い
は
父
―
子
間
の
継

承
ラ
イ
ン
の
樹
立
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
②
の
日
本
令
の
嫡
庶
制
で
あ
る

が
、
唐
制
で
は
嫡
子
孫
の
み
に
限
定
し
て
い
る
と
す
る
牧
野
氏
の
認
識
は

誤
り
で
あ
ろ
う
。
唐
令
で
は
蔭
を
享
受
で
き
る
の
は
「
子
」「
孫
」「
曽 

『
唐
六
典
・
尚
書
吏
部
』
に
次
の
よ
う
な
内
容
が
見
え
る
。

　
　

 

謂
一
品
子
，
正
七
品
上
叙
，
至
从
三
品
子
，
遞
降
一
等
。
四
品
、
五
品

有
正
、
従
之
差
，
亦
遞
降
一
等
；
従
五
品
子
，
従
八
品
下
叙
。
国
公
子
，

亦
従
八
品
下
。
三
品
以
上
蔭
曾
孫
，
五
品
已
上
蔭
孫
；
孫
降
子
一
等
，

曾
孫
降
孫
一
等
。
贈
官
降
正
官
一
等
，
散
官
同
職
事
。
若
三
品
帯
勛
官

者
，
即
以
勛
官
品
同
職
事
蔭
；
四
品
降
一
等
，
五
品
降
二
等
。
郡
、

公
子
，
准
従
五
品
孫
；
県
男
已
上
子
，
降
一
等
。
勛
官
二
品
子
，
又
降

一
等
。
二
王
后
子
孫
，
准
正
三
品
蔭
。

こ
こ
で
は
資
蔭
の
基
準
と
し
て
、
一
品
〜
五
品
従
の
官
位
の
差
、
子
と
孫
の

世
代
差
、
贈
官
・
散
官
と
正
官
・
職
事
の
差
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

官
位
に
応
じ
た
蔭
の
等
級
が
よ
り
綿
密
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
、
兄
弟
間
の
資

蔭
を
除
外
さ
れ
、
父
子
孫
三
代
の
直
系
的
資
蔭
の
範
囲
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
資
蔭
制
の
父
系
直
系
的
性
格
は
古
代
日
本
の
官

位
制
度
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。
唐
の
資
蔭
制
で
は
特
典
の

範
囲
が
父
子
孫
と
い
う
父
系
の
中
の
「
至
親
」
に
限
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
限

定
的
範
囲
が
図
ら
ず
も
父
子
の
継
承
ラ
イ
ン
の
樹
立
を
目
指
す
古
代
日
本
の

律
令
国
家
の
意
図
に
適
合
し
、
歓
迎
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
に
難
く

な
い
。
養
老
令
選
叙
令
の
五
位
以
上
子
条
に
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

一
位
嫡
子
従
五
位
下
、
庶
子
正
六
位
上
。
二
位
嫡
子
正
六
位
下
。
庶
子

及
三
位
嫡
子
従
六
位
上
。
庶
子
従
六
位
下
。
正
四
位
嫡
子
正
七
位
下
。

庶
子
及
従
四
位
嫡
子
従
七
位
上
。
庶
子
従
七
位
下
。
正
五
位
嫡
子
正
八
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孫
」
と
書
い
て
お
り
、
嫡
庶
の
制
限
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
梁
、
陳
の

任
子
制
を
見
る
と
、
皇
族
（
親
王
、
皇
太
子
嫡
子
、
諸
王
）
の
み
に
嫡
庶
制

が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
19

。
こ
れ
は
恐
ら
く
封
爵
と
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
唐
制
に
お
い
て
、
嫡
庶
制
は
主
に
世
襲
的

継
承
に
機
能
す
る
も
の
で
、
父
系
出
自
集
団
の
宗
族
内
の
祭
祀
継
承
や
世
襲

的
地
位
の
継
承
の
襲
爵
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
封
爵
の
主
要
な

対
象
で
あ
る
皇
族
は
、
封
爵
と
任
官
の
両
方
が
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
嫡
庶

の
別
が
た
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、古
代
日
本
の
蔭
位
制
は
、

梁
、
陳
の
皇
族
の
出
身
法
に
近
い
。
古
代
日
本
の
蔭
位
制
は
、
最
初
か
ら
父

―
子
間
の
継
承
の
樹
立
を
志
向
し
て
お
り
、
唐
の
資
蔭
制
と
封
爵
制
の
両
方

の
要
素
を
取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
律
令
制
導
入
の
初

期
で
は
、
嫡
子
は
ま
だ
実
質
的
な
意
味
を
持
た
ず
、
観
念
上
の
承
蔭
＝
承
家

者
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
兄
弟
間
の
昇
進
を
見
て

も
、
事
後
的
に
最
も
高
い
官
位
に
上
が
っ
た
者
が
嫡
流
と
見
な
さ
れ
て
い
た

の
で
、
嫡
子
の
実
質
的
な
役
割
は
未
だ
確
立
し
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

や
が
て
蔭
の
継
承
か
ら
職
の
単
独
継
承
に
変
わ
り
、
嫡
子
制
が
は
じ
め
て
実

質
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
古
代
日
本

の
父
系
制
は
自
社
会
の
原
生
的
社
会
組
織
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

制
度
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
外
来
の
父
系
制
原
理
が
古
代
日
本

社
会
に
入
る
際
の
着
地
点
は
官
人
制
の
蔭
位
制
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ

の
制
度
は
官
人
制
と
い
う
枠
の
中
で
父
子
間
の
継
承
ラ
イ
ン
を
創
出
す
る
の

に
適
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
蔭
位
制
に
見
ら
れ
る
、
蔭
の
継
承
＝

家
の
継
承
と
す
る
論
理
か
ら
も
明
白
に
看
取
で
き
る
。
無
論
、
蔭
位
制
そ
の

も
の
は
父
系
の
直
接
継
承
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
蔭
」

を
媒
介
と
し
た
間
接
的
継
承
で
あ
る
。
蔭
の
継
承
か
ら
職
の
継
承
に
移
行
す

る
に
は
幾
つ
か
の
経
路
が
必
要
で
あ
る
。

二　

紀
伝
道
文
人
の
家
業
観

　

紀
伝
道
と
は
、
律
令
制
下
の
大
学
寮
の
一
学
科
で
あ
る
。「
紀
伝
」
と
い

う
言
葉
は
本
来
歴
史
専
門
を
指
す
が
、
後
に
文
学
専
門
も
「
紀
伝
」
と
い
う

名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
が
「
紀
伝
」
と
呼
ば
れ
た
理
由
は
定

か
で
は
な
い
が
、
大
体
十
世
紀
以
降
、
学
科
名
と
し
て
は
「
紀
伝
道
」、
大

学
寮
で
そ
れ
を
教
え
る
教
官
は
「
文も
ん
じ
ょ
う
は
か
せ

章
博
士
」、
学
生
は
「
文

も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

章
生
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
20

。
大
学
寮
は
律
令
国
家
の
一
機
関
で
あ
る
以
上
、

紀
伝
道
の
教
官
達
も
国
家
の
一
官
人
で
あ
り
、
同
時
に
中
国
の
歴
史
、
文
学

を
日
本
に
紹
介
す
る
と
い
う
文
化
運
搬
者
の
役
割
を
担
っ
た
人
々
で
も
あ

る
。
紀
伝
道
は
最
初
の
一
小
分
科
か
ら
次
第
に
発
展
し
、
大
学
寮
の
代
表
た

る
学
科
の
地
位
を
築
い
た
背
景
に
は
、
平
安
前
期
の
漢
詩
文
の
興
隆
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
興
隆
の
過
程
は
ま
た
紀
伝
道
の
家
業
化
の
過
程
で

も
あ
っ
た
。
家
業
化
の
徴
候
が
早
く
認
め
ら
れ
た
の
は
菅
原
家
、
大
江
家
で

あ
る
21

。
こ
こ
で
は
菅
原
道
真
と
大
江
匡
衡
の
詩
文
を
通
じ
て
、
家
業
に
関

す
る
言
説
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
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菅す
が
わ
ら
の
き
よ
た
だ

原
清
公
も
紀
伝
道
の
文
人
な
の
で
、
漢
詩
を
詠
じ
る
の
が
分
か
る
が
、

こ
こ
の
「
詠
詩
」
は
個
人
の
愛
好
や
才
能
を
超
え
て
、
家
の
伝
統
＝
家
風
と

認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
道
真
の
家
業
意
識
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
講
書
之
後
、

戯
寄
諸
進
士
」
と
題
し
た
詩
が
あ
る
。

　

我
是
煢
々
鄭
益
恩　

我わ
れ

は
こ
れ
煢
け
い
け
い

煢
た
る
鄭ぢ
ゃ
う
え
き
お
ん

益
恩

　

曽
経
折
桂
不
窺
園　

曽む
か
し

折せ
き
け
い桂
を
経
て
園そ
の

を
窺
は
ず
あ
り
き

　

文
章
暗
被
家
風
誘　

文も
ん
じ
ゃ
う章

は
暗ほ

の
か

に
家
の
風
に
誘
は
る

　

吏
部
偸
因
祖
業
存　

吏り
ほ
う部
は
偸ひ
そ
か

に
祖そ
げ
う業
存そ
ん

す
る
に
因よ

る

　

 

文
章
博
士
非
材
不
居
。
吏
部
侍
郎
有
能
惟
任
。
自
余
祖
父
降
及
余
身
、
三
代
相
承
、

両
官
無
失
。
故
有
謝
詞
。

　
　
　

 

文
章
博
士
は
材
に
非
ず
は
居
ら
ず
。
吏り

ほ
う
し
ら
う

部
侍
郎
は
能
有
ら
ば
こ
れ
任に

む

ず
。
余わ

が

祖
父
よ
り
降く

だ

り
て
余わ

が
身
に
及
ぶ
ま
で
、
三
代
相
承
け
て
、
両
つ
の
官つ

か
さ

失
へ

り
し
こ
と
無
し
。
故

か
る
が
ゆ
ゑ

に
謝し

ゃ
し詞
有
り

　

勧
道
諸
生
空
赧
面　

勧
め
道い

ふ　

諸し
ょ
し
ゃ
う生

空
し
く
面お

も
て

を
赧あ

か
ら

め
む
よ
り

　

従
公
万
死
欲
銷
魂　

公こ
う

に
従
ひ
て
万ば
ん
し死　

魂
た
ま
し
ひ

を
銷け

さ
ま
く
欲ほ

り
せ
よ

　

小
児
年
四
初
知
読　

小せ
う
に児
年
四
つ　

初
め
て
読
む
こ
と
を
知
る

　

恐
有
疇
官
累
末
孫　

 

恐
る
ら
く
は　

疇ち
う
く
わ
ん官
の
末ば
つ
そ
ん孫
に
累か
さ
な

る
こ
と
有
ら
む

こ
と

 

（『
菅
家
文
草
』
巻
二
）

こ
れ
は
元
慶
三
年
（879

）
に
文
章
博
士
の
道
真
が
後
漢
書
の
講
書
が
終
わ
っ

た
後
、
文
章
生
達
に
寄
せ
る
と
い
う
形
で
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
詩
の
前
半

　

菅
原
道
真
（845

-903

）
の
詩
文
に
は
、「
家
風
」、「
祖
業
」
と
い
っ
た

言
葉
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

偏
信
琴
書
学
者
資　

偏ひ
と
え

に
信
ず　

琴
と
書
と
は
学
者
の
資た
す

け
な
る
こ
と
を

　

三
余
窓
下
七
条
絲　

三さ
む
よ余
の
窓
の
下も
と　

七し
ち
じ
ょ
う条の
絲い
と

　

専
心
不
利
徒
尋
譜　

心
を
専も
は
ら

に
す
れ
ど
も
利
あ
ら
ず
徒
い
た
づ
ら

に
譜ふ

を
尋た
づ

ぬ

　

用
手
多
迷
数
問
師　

手
を
用
ゐ
れ
ば
迷
ふ
こ
と
多
し
数
し
ば
し
ば

師
に
問
ふ

　

断
峡
都
無
秋
水
韻　

 
断だ

ん
か
ふ峡

都
こ
と
ご
と

く
秋し

う
す
い水

の
韻ひ

び

き
な
し

　

寒
烏
未
有
夜
啼
悲　

寒か
ん
う烏
夜や
て
い啼
の
悲
し
び
あ
ら
ず

　

知
音
皆
道
空
消
日　

知ち
い
む音
は
み
な
道い

ふ　

空む
な

し
く
日ひ

を
消け

す
な
る
な
り
と

　

豈
若
家
風
便
詠
詩　

 

豈あ
に　

家か
ふ
う風
の
詩
を
詠ゐ
や
う

ず
る
に
便た
よ

り
あ
る
に
若し

か
め

や

 

（『
菅
家
文
草
』
巻
一
）

『
菅
家
文
草
』
に
あ
る
「
停
習
弾
琴
」
と
い
う
詩
で
あ
る
。
琴
と
書
は
文
人

の
助
け
と
な
る
と
ひ
た
す
ら
信
じ
、
読
書
す
べ
き
余
暇
の
時
間
に
窓
の
下
で

七
弦
琴
を
習
う
。
心
を
集
中
し
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
し
き
り
に
楽
譜
を
見

る
。
引
い
て
も
迷
う
こ
と
が
多
く
、
何
度
も
師
に
た
ず
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
三
峡
流
泉
」
の
曲
も
秋
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
の
調
べ
に
な
ら
ず
、 

「
烏
夜
啼
」
と
い
う
曲
も
、
烏
が
亡
き
親
を
思
っ
て
悲
し
げ
に
啼
く
よ
う
に

は
響
か
な
い
。
友
人
た
ち
が
皆
「
君
が
琴
を
学
ぶ
の
は
時
間
の
無
駄
だ
、
と

い
う
。
琴
を
習
う
こ
と
を
や
め
て
、
家
風
の
学
問
を
勉
強
し
よ
う
、
と
い

う
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
道
真
の
父
親
の
菅す
が
わ
ら
の
こ
れ
よ
し

原
是
善
も
祖
父
の
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は
、「
私
は
孤
独
な
鄭
益
恩
と
同
じ
よ
う
に
学
者
の
一
人
息
子
で
、
科
挙
の

試
験
に
合
格
す
る
た
め
に
庭
も
見
な
い
で
勉
強
に
専
念
し
た
。
文
章
博
士
の

官
職
は
家
柄
に
導
か
れ
た
結
果
で
、
式
部
大
輔
の
職
も
父
祖
の
御
蔭
に
よ 

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
鄭じ
ょ
う
え
き
お
ん

益
恩
は
漢
の
大

学
者
鄭
玄
の
息
子
で
あ
る
。「
煢
煢
鄭
益
恩
」
の
「
煢
煢
」
は
、
七
十
歳
に

な
っ
た
鄭
玄
が
一
人
息
子
に
傳
家
の
時
に
書
い
た
書
に
、「
家
事
大
小
，
汝

一
承
之
。
咨
爾

一
夫
，
曾
無
同
生
相
依
」（『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
）
と
あ

る
と
こ
ろ
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
鄭
玄
傳
に
言
う
「
傳
家
」

は
、『
後
漢
書
』
注
に
よ
る
と
、「
家
事
を
子
孫
に
任
せ
る
こ
と
を
言
う
、
儒

家
の
礼
で
言
う
「
七
十
老
而
傳
」（
曲
礼
）
に
基
づ
く
行
為
だ
と
い
う
。
従
っ

て
、
こ
こ
で
言
う
「
家
」
は
官
職
で
は
な
く
、
生
活
基
盤
と
し
て
家
の
経
営

と
儒
家
の
子
孫
と
し
て
学
問
に
研
鑽
す
る
行
為
の
両
方
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
鄭
玄
の
書
を
意
識
し
、
自
ら
鄭
益
恩
に
準
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
道

真
の
家
業
意
識
の
強
さ
が
看
取
さ
れ
る
が
、
傳
家
の
意
味
の
ズ
レ
も
見
逃
せ

な
い
。
と
い
う
の
は
、
道
真
が
言
う
「
家
業
」
に
は
、
紀
伝
道
の
家
の
学
問

的
伝
統
を
指
し
な
が
ら
、
官
職
の
継
承
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。「
文
章
は
暗
に
家
の
風
に
誘
は
る
、
吏
部
は
偸
に
祖
業
存
す
る
に
因
る
」

の
「
文
章
」
と
は
文
章
博
士
、「
吏
部
」
と
は
式
部
大
輔
の
職
を
指
す
が
、

二
つ
の
官
職
を
継
承
で
き
た
の
が
「
家
風
」「
祖
業
」
の
お
蔭
だ
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
文
章
博
士
は
材
に
非
ず
は
居
ら
ず
。
吏
部
侍
郎
は
能
有
ら
ば

こ
れ
任
ず
。
余
が
祖
父
よ
り
降
り
て
余
が
身
に
及
ぶ
ま
で
、
三
代
相
承
け 

て
、
両
つ
の
官
失
へ
り
し
こ
と
無
し
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
を
付
け
、
祖
父
子
三

代
に
わ
た
る
文
章
博
士
と
式
部
大
輔
の
任
官
22

上
の
継
承
を
誇
っ
て
い
る
。

詩
の
後
半
の
傍
線
部
分
は
、
四
歳
の
息
子
（
高
視
）
が
初
め
て
読
書
を
知
っ

た
と
い
い
、
恐
ら
く
こ
の
子
が
家
業
を
引
き
継
ぐ
だ
ろ
う
、
と
期
待
の
念
を

表
し
て
い
る
。
父
祖
の
官
職
は
自
分
が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
息
子
に
引
き
継

が
れ
て
い
く
、
家
業
継
承
の
構
図
が
菅
原
道
真
の
詩
の
中
で
す
で
に
は
っ
き

り
と
し
た
形
で
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
官
職
を
内

包
し
た
家
業
観
は
、
道
真
が
小
野
篁
の
子
孫
で
あ
る
小
野
営
に
大
学
寮
の
入

寮
を
薦
め
た
時
に
詠
ん
だ
詩
に
も
見
ら
れ
る
。「
菅
尚
書
子
寧
非
我　

野
相

公
孫
独
有
君
」（『
菅
家
文
草
』
巻
二
「
勧
野
営
住
学
曹
」）
と
、
父
祖
の
職

業
を
冠
し
て
自
分
と
相
手
を
「
菅
尚
書
子
」
と
「
野
相
公
孫
」
と
を
称
し
な

が
ら
、
相
手
の
家
業
継
承
の
意
欲
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

学
問
の
継
承
の
官
職
面
の
反
映
と
し
て
は
儒
官
職
の
継
承
だ
と
す
れ
ば
、

文
筆
活
動
の
継
承
は
「
家
集
」
の
編
纂
で
あ
る
。
菅
原
道
真
が
昌
泰
三
年 

（900

）
に
朝
廷
に
家
集
を
献
じ
て
お
り
、
そ
の
家
集
に
は
そ
の
祖
父
菅
原
清

公
の
『
菅
家
集
』
六
巻
、
父
親
菅
原
是
善
の
『
菅
相
公
集
』
十
巻
、
及
び
道

真
自
身
の
『
菅
家
文
草
』
の
十
二
巻
、合
わ
せ
て
廿
八
巻
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
「
献
家
集
状
」
に
、
次
の
よ
う
に
家
業
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

‥
臣
伏
惟
臣
家
為
儒
林
文
苑
尚
矣
。
臣
之
位
登
三
品
、
官
至
丞
相
、
豈

非
父
祖
余
慶
之
所
延
及
乎
。
既
頼
余
慶
、
何
掩
旧
文
。
為
人
孫
不
可
為

不
順
之
孫
焉
。
為
人
子
不
可
為
不
孝
之
子
矣
。
故
今
献
臣
草
之
次
、
副
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「家業」について（２）

以
奉
進
之 

（『
菅
家
後
集
』
奏
状
）

こ
こ
で
、
道
真
が
「
儒
林
文
苑
」
と
し
て
の
家
業
を
強
調
し
、
自
分
が
三
位

に
上
り
、
右
大
臣
に
な
っ
た
の
は
父
祖
の
御
蔭
だ
と
し
、
父
祖
の
文
集
を
献

じ
る
こ
と
は
「
孝
子
」、「
順
孫
」
の
行
為
だ
と
し
て
い
る
。
学
問
の
継
承
や

官
職
の
継
承
を
孝
行
と
結
び
付
け
て
解
釈
す
る
と
こ
ろ
に
道
真
の
紀
伝
道
文

人
ら
し
い
価
値
観
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
や
が
て
官
職
を
軸
と

し
た
父
子
継
承
に
一
種
の
正
当
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
見
逃
が
し

て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
父
子
間
の
継
承
を
正
当
と
す
る
意
識
が
同
じ

紀
伝
道
の
家
に
生
れ
た
大お
お
え
の
ま
さ
ひ
ら

江
匡
衡
の
詩
文
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

大
江
匡
衡
（953

-1012

）
は
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
生
き

た
文
人
で
、
彼
の
『
江
吏
部
集
』
を
見
る
と
、
道
真
と
同
様
に
、
強
烈
な
家

業
意
識
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
彼
の
場
合
は
、
し
き
り
に
父
祖
の
先
例
を
引
く

の
が
特
徴
で
あ
る
。「
和
石
山
平
上
人
述
懐
之
絶
句
」
の
中
に

　
　

 

昔
延
喜
天
暦
二
代
聖
主
。
各
奉
為
母
后
手
書
金
字
法
華
経
。
我
祖
江
納

言
以
侍
読
作
願
文
。
今
聖
上
又
奉
為
東
三
条
院
手
書
金
字
法
華
経
。
匡

衡
又
以
侍
読
作
願
文
。
三
代
稀
有
之
事
。

三
代
の
「
侍
読
」
の
職
を
持
っ
て
願
文
を
作
る
こ
と
を
「
三
代
稀
有
之
事
」

と
誇
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
三
代
稀
有
之
事
」
と
類
似
し
た
表
現
は
『
梁
書
』

に
あ
っ
た
。
王
承
が
中
大
通
五
年
（533

）
に
國
子
祭
酒
を
任
じ
た
こ
と
に

つ
い
て
、『
梁
書
』
は
「
承
祖
儉
及
父

嘗
為
此
職
，
三
世
為
國
師
，
前
代

未
之
有
也
，
當
世
以
為
榮
」（
梁
書
巻
四
十
一
王
承
伝
）
と
記
し
て
い
る
。

匡
衡
は
恐
ら
く
こ
の
『
梁
書
』
の
記
述
を
意
識
し
て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

王
儉
、
王

、
王
承
の
三
代
が
同
じ
く
国
子
監
の
長
官
の
國
子
祭
酒
に
任
じ

ら
れ
た
こ
と
が
「
前
代
未
之
有
」
と
い
う
記
述
か
ら
見
て
も
三
代
同
じ
官
職

に
任
じ
ら
れ
る
確
率
が
か
な
り
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
王
承
の
そ
の

後
の
経
歴
を
見
る
と
、
戎
昭
將
軍
、
東
陽
太
守
な
ど
を
歴
任
し
て
お
り
、
儒

官
職
を
家
の
職
に
し
て
い
た
気
配
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
大
江
匡
衡
は
家

業
の
伝
統
を
強
調
し
な
が
ら
、
そ
の
継
承
の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
た
。
彼

は
「
近
日
蒙
綸
命
。
點
文
集
七
十
巻
」
の
中
に
、
醍
醐
朝
の
延
喜
年
間
に
大

江
千
古
と
維
時
父
子
二
代
の
白
詩
文
集
の
侍
読
や
、
村
上
朝
天
暦
年
間
の
維

時
斉
光
父
子
二
代
の
侍
読
、
円
融
朝
天
禄
年
間
の
斉
光
、
定
基
父
子
二
代
の

文
集
の
侍
読
を
し
き
り
に
強
調
し
、
今
自
分
は
一
人
侍
読
し
て
、
息
子
挙
周

が
預
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
父
子
二
代
の
侍
読
と
い
う
先

例
は
こ
こ
で
は
一
種
の
正
当
性
と
な
り
、
資
格
と
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

よ
う
。
ま
た
彼
の
「
請
被
給

倉
院
學
問
料
令
繼
六
代
業
男
蔭
孫
無
位
能
公

状
」
に
は
、

　
　

 

菅
原
大
江
兩
氏
、
建
立
文
章
院
、
分
別
東
西
曹
司
、
爲
其
門
徒
習
儒
學
、

著
氏
姓
者
濟
濟
、
于
今
不
絶
。
因
斯
此

家
之
傳
門
業
不
論
才
不
才
不

拘
年
齒
、
菅
原
爲
紀
以
七
代
應
擧
。
其
時
有
高
岳
相
如
賀
茂
保
胤
者
、　

雖
富
才
不
爭
。
大
江
定
基
以
五
代
當
仁
、
其
時
有
田
口
齊
名
弓
削
以
言

者
、
雖
工
文
不
競
。
夫
然
則
累
代
者
見
重
、
起
家
者
見
輕
。

矣
。
方

今
能
公
聚
窓
之
螢
漸
照
蠧
簡
過
庭
之
鯉
志
在
龍
門
。
若
不
吹
噓
何
期
成
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立
。
望
請
蒙
鴻
慈
因
准
前
例
、
早
賜
燈
燭
之
料
、
令
繼
箕
裘
之
業
、
不

勝
懇
欵
之
至
。（『
本
朝
文
粋
』
巻
六
）

こ
こ
で
言
う
「

家
之
傳
門
業
」、「
箕
裘
之
業
」
と
は
菅
原
・
大
江
両
家
が

伝
え
る
「
儒
学
」
を
指
す
が
、
菅
原
家
は
「
七
代
應
擧
」、
大
江
家
は
「
五

代
當
仁
」
と
い
う
家
業
の
長
さ
を
数
え
る
表
現
は
、
息
子
能
公
の
学
問
料
の

申
請
の
た
め
で
あ
る
。「
累
代
者
見
重
、
起
家
者
見
輕
」
と
い
う
の
は
こ
の

申
請
文
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
は
な
く
、
累
代
の
家
業
の
重
々
し

さ
を
誇
張
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
菅
原
家
の
ほ
う
に
先
例

が
あ
り
、
菅
原
文
時
（899

-981
）
が
息
子
惟
熈
の
学
問
料
の
申
請
を
す
る

際
に
、
学
問
料
の
起
源
は
高
祖
父
從
三
位
淸
公
朝
臣
の
兄
弟
四
人
が
給
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
強
調
し
た
後
、
息
子
の
学
問
料
の
給
費
の
正
当

性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
23

。
桃
裕
行
氏
に
よ
れ
ば
、
学
問
料
は
儒
家
の
子
弟

に
こ
れ
を
受
け
る
も
の
が
多
く
、
儒
職
の
世
襲
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
24

。
即
ち
、
こ
れ
は
単
に
給
費
だ
け
で
は
な
く
、
一
つ
の

資
格
を
表
し
て
い
る
た
め
、
菅
原
・
大
江
両
氏
が
次
次
と
子
孫
の
対
策
出
身

の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
紀
伝
道
文
人
に
と
っ
て
、
父
祖
か
ら

学
問
を
継
承
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
の
問
題
と
し
て
、
父
祖
か
ら

儒
官
職
を
継
承
す
る
こ
と
こ
そ
が
人
生
最
大
の
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め 

に
、
彼
ら
は
中
国
の
文
献
に
あ
る
典
拠
、
表
現
に
拠
り
な
が
ら
、
学
問
の
家

の
学
識
と
伝
統
を
強
調
し
、
父
祖
か
ら
受
け
継
ぐ
官
職
を
さ
ら
に
子
孫
に
受

け
継
が
せ
て
い
く
正
当
性
を
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
紀
伝
道
文
人
の
家
業
に
関

す
る
言
説
の
意
味
は
、
実
務
の
申
文
の
表
現
の
域
を
は
る
か
に
超
え
て
、
当

時
の
官
僚
社
会
の
家
業
観
、
さ
ら
に
官
職
を
軸
と
し
た
父
子
継
承
に
あ
る
種

の
正
当
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

昇
進
コ
ー
ス
の
固
定
と
官
職
の
独
占

　

律
令
官
人
制
の
内
部
で
は
三
位
以
上
は
「
貴
」、五
位
以
上
の
者
は
「
通
貴
」

と
階
級
的
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
先
に
見
た
五
位
以
上
子
条
は
通

貴
以
上
の
官
僚
層
で
機
能
す
る
条
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
典
を
受
け
ら

れ
る
者
は
「
蔭
子
孫
」
と
呼
び
、
そ
れ
以
外
の
「
位
子
」、「
白
丁
」
25

と
区

別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
父
祖
の
官
位
の
高
低
に
よ
っ
て
子
孫
の
受
け
る

特
典
の
差
異
は
、
初
叙
の
時
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
昇
進
の
コ
ー
ス
と
昇

進
速
度
に
も
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
八
世
紀

の
官
人
制
を
考
察
し
た
土
田
直
鎮
氏
は
、
官
人
の
出
身
と
そ
の
昇
進
コ
ー
ス

は
、
蔭
子
孫
出
身
者
と
位
子
・
白
丁
出
身
者
の
間
に
明
確
な
差
異
が
見
出
さ

れ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
蔭
子
孫
な
ら
、
内
舎
人
（
ま
た
は
諸
舎
人
）
を
経

て
判
官
級
に
到
達
で
き
る
が
、
位
子
・
白
丁
の
場
合
は
、
諸
舎
人
、
史
生
級

を
経
て
主
典
級
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
26

。
ま
た
同
時
代
の
官
人
の

昇
進
の
速
度
を
考
察
し
た
野
村
忠
夫
氏
は
、
律
令
官
人
制
が
導
入
さ
れ
た
後

に
お
い
て
も
、
族
姓
的
要
素
が
濃
厚
に
残
り
、
官
人
諸
階
層
の
基
本
コ
ー
ス

が
形
成
し
、
各
階
層
か
ら
継
続
的
に
再
生
産
さ
れ
る
体
系
が
す
で
に
固
定
化

し
は
じ
め
、
藤
原
氏
と
他
氏
の
差
異
が
見
ら
れ
た
と
指
摘
し
た
27

。
ま
た
加
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「家業」について（２）

納
宏
志
氏
は
、
九
世
紀
で
は
官
職
が
特
定
の
貴
族
の
家
筋
に
固
定
化
し
つ
つ

あ
っ
た
と
指
摘
し
た
28

。
こ
の
固
定
化
の
傾
向
は
九
世
紀
に
成
立
し
て
き
た

父
系
的
政
治
的
経
済
的
集
団
29

と
内
在
的
な
関
連
性
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
各
階
層
の
コ
ー
ス
化
は
、
十
世
紀
、
十
一
世
紀
を
通
し
て

一
層
本
格
的
に
な
っ
て
い
く
。
試
み
に
、
十
世
紀
初
頭
の
昌
泰
三
年
（900

）

と
十
一
世
紀
初
頭
の
長
保
三
年
（1001

）
の
公
卿
の
面
々
を
〈
１
〉
と
〈
２
〉

に
示
し
た
30

。

　
〈
１
〉
の
昌
泰
三
年
は
、
醍
醐
天
皇
の
治
世
で
、
寛
平
九
年
（897

）
に

醍
醐
天
皇
が
父
帝
宇
多
天
皇
の
退
位
に
よ
っ
て
即
位
し
て
三
年
目
に
あ
た

る
。
関
白
太
政
大
臣
基
経
の
長
男
時
平
は
公
卿
の
首
席
の
左
大
臣
の
座
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
弟
忠
平
も
従
四
位
下
参
議
に
な
っ
て
い
た
。
延
喜
九
年

（909

）
時
平
の
死
去
に
よ
っ
て
、
忠
平
が
氏
長
者
に
な
り
、
従
四
位
上
参
議

か
ら
従
三
位
権
中
納
言
、
翌
年
延
喜
十
年
（910
）
に
従
三
位
中
納
言
、
延

喜
十
一
年
（911

）
に
は
上
位
で
あ
る
源
湛
、
源
昇
を
超
え
て
従
三
位
大
納

言
と
い
う
異
常
な
昇
進
を
遂
げ
た
。
す
で
に
摂
関
家
と
し
て
の
基
経
―
時

平
・
忠
平
間
に
継
承
の
ラ
イ
ン
が
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
従
三

位
参
議
の
菅
原
是
善
を
父
に
持
つ
菅
原
道
真
が
右
大
臣
に
上
が
っ
た
こ
と

は
、
ま
だ
こ
の
時
代
は
完
全
に
藤
原
氏
一
色
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
た
だ
道
真
の
場
合
は
、
摂
関
家
と
同
様
に
宇
多
天
皇
の
後
宮

に
女
子
を
送
り
31

、
宇
多
天
皇
と
一
種
の
身
内
関
係
を
作
っ
た
こ
と
に
も
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
道
真
の
右
大
臣
抜
擢
の
背
後
に
宇
多
天
皇
の
意
思
が
大

き
く
働
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
次
の
年
の
延
喜
元

年
（901

）
に
起
こ
っ
た
菅
原
道
真
の
左
遷
事
件
は
、
彼
は
本
来
大
臣
に
就

く
家
柄
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
高
層
貴
族
の
中
に
根
強
く
あ
っ
た
こ
と
を

端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
真
以
外
は
、
こ
の
時
期
の
公
卿
は
殆
ど
藤

氏
、
源
氏
に
独
占
さ
れ
て
い
た
。
藤
原
氏
に
は
、
醍
醐
天
皇
の
外
祖
父
の
藤

原
高
藤
が
内
大
臣
、
そ
の
息
子
の
藤
原
定
国
は
従
三
位
・
中
納
言
に
な
っ

て
お
り
、
藤
原
清
経
は
藤
原
基
経
の
同
母
弟
で
、
こ
の
年
忠
平
の
譲
り
を

受
け
て
三
位
と
な
っ
た
。
源
氏
も
多
数
公
卿
の
座
を
占
め
て
お
り
、
源
光

は
仁
明
天
皇
子
で
、
宇
田
、
醍
醐
両
帝
に
重
用
さ
れ
て
、
道
真
失
脚
後
も

右
大
臣
、
さ
ら
に
時
平
の
死
後
は
左
大
臣
に
ま
で
上
り
つ
め
た
人
物
で
あ

る
。
源
希
は
大
納
言
源
弘
の
子
で
、
源
湛
、
源
昇
は
左
大
臣
源
融
の
子
で

あ
る
。
源
貞
恒
は
光
孝
天
皇
の
皇
子
で
、
宇
田
院
別
当
を
も
勤
め
た
。
ま

た
在
原
友
于
は
中
納
言
在
原
行
平
の
子
で
、
宇
田
天
皇
に
信
頼
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
十
世
紀
初
頭
の
こ
の
時
期
で
は
、
摂
関
家
の
父
子
継
承

ラ
イ
ン
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
が
、
醍
醐
天
皇
や
宇
多
院
と
の
信
頼
関
係
に

あ
っ
た
源
氏
や
道
真
の
よ
う
な
学
者
官
僚
も
ま
だ
多
数
重
用
さ
れ
て
い
た
。

〈
２
〉
の
十
一
世
紀
の
長
保
三
年
と
な
る
と
、
上
層
公
卿
は
、
殆
ど
大
臣
ク

ラ
ス
の
子
弟
で
あ
り
、
昇
進
コ
ー
ス
が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
、「
同
じ
階
級
か
ら

の
再
生
産
」
が
表
面
化
し
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
階
層
的
に
昇
進
が

固
定
さ
れ
て
く
る
と
、
父
子
間
の
官
位
・
官
職
の
間
隔
も
短
く
な
り
、
直
接

継
承
が
容
易
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
父
子
間
の
間
隔
を
縮
め
る
一
つ
の
方
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〈
１
〉
昌
泰
三
年
（900

）
の
公
卿

 
人
物 　
　

官
職
・
官
位　
　
　
　
　

極
官　
　
　
　
　

父
の
官
職
・
官
位

藤
時
平　

左
大
臣　

正
三
位　
　

左
大
臣
正
二
位　
　

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
基
経

菅
道
真　

右
大
臣　

正
三
位　
　

右
大
臣
従
二
位　
　

参
議
従
三
位
是
善

藤
高
藤　

内
大
臣　

正
三
位　
　

内
大
臣
正
三
位　
　

内
舎
人
正
六
位
上
良
門

源
光　
　

内
大
臣　

従
三
位　
　

右
大
臣
正
二
位　
　

仁
明
天
皇

藤
国
経　

中
納
言　

従
三
位　
　

大
納
言
正
三
位　
　

権
中
納
言
従
二
位
長
良

源
希　
　

中
納
言　

従
三
位　
　

中
納
言
従
正
三
位　

大
納
言
正
三
位
弘

藤
定
国　

中
納
言　

従
三
位　
　

大
納
言
従
三
位　
　

北
家
内
大
臣
正
三
位
高
藤

同
有
実　
　

参
議　

従
三
位　
　

参
議
正
三
位　
　
　

従
四
位
下
中
宮
大
夫
良
仁

源
貞
恒　
　

参
議　

正
四
位
下　

大
納
言
正
三
位　
　

光
孝
天
皇

十
世
王　
　

参
議　

正
四
位
下　

参
議
従
三
位　
　
　

二
品
仲
野
親
王

藤
有
穂　
　

参
議　

正
四
位
下　

中
納
言
従
三
位　
　

備
前
守
従
五
位
下
直
道

源
湛　
　
　

参
議　

従
四
位
上　

大
納
言　
　
　
　
　

左
大
臣
従
一
位
融

同
昇　
　
　

参
議　

従
四
位
上　

大
納
言
正
三
位　
　

左
大
臣
従
一
位
融

在
原
友
于　

参
議　

従
四
位
上　

参
議
正
四
位　
　
　

中
納
言
正
三
位
行
平

藤
忠
平　
　

参
議　

従
四
位
下　

太
政
大
臣　
　
　
　

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
基
経

同
清
経　
　

参
議　

従
四
位
上　

右
衛
門
督
従
三
位　

権
中
納
言
従
二
位
長
良

〈
２
〉
長
保
三
年
（1001

）
の
公
卿

 

人
物 　
　
　

官
職
・
官
位　
　
　
　
　

極
官　
　
　
　
　
　

父
の
官
職
・
官
位

藤
道
長　
　

左
大
臣　

正
二
位　
　

太
政
大
臣
従
一
位　

関
白
従
一
位
兼
家

同
顕
光　
　

右
大
臣　

正
二
位　
　

左
大
臣
従
二
位　
　

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
兼
通

同
公
季　
　

内
大
臣　

従
二
位　
　

太
政
大
臣
従
一
位　

右
大
臣
従
二
位
師
輔

源
時
中　
　

大
納
言　

従
二
位　
　

大
納
言
従
二
位　
　

左
大
臣
従
一
位
雅
信

藤
道
綱　
　

大
納
言　

従
二
位　
　

大
納
言
正
二
位　
　

関
白
従
一
位
兼
家

同
懐
忠　
　

大
納
言　

正
三
位　
　

大
納
言
従
二
位　
　

大
納
言
正
三
位
元
方

同
実
資　

権
大
納
言　

従
二
位　
　

右
大
臣
従
一
位　
　

参
議
従
三
位
斉
敏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

父
）摂
政
太
政
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
一
位
実
頼

平
惟
仲　
　

中
納
言　

正
三
位　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上
珍
材

藤
時
光　
　

中
納
言　

従
三
位　
　

中
納
言
従
二
位　
　

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
兼
通

同
公
任　
　

中
納
言　

従
三
位　
　

権
大
納
言
正
二
位　

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
頼
忠

同
斉
信　

権
中
納
言　

従
三
位　
　

大
納
言
正
三
位　
　

太
政
大
臣
従
一
位
為
光

同
懐
平　
　

参
議　
　

従
三
位　
　

権
中
納
言
正
二
位　

参
議
従
三
位
斉
敏

菅
輔
正　
　

参
議　
　

従
三
位　
　

参
議
正
三
位　
　
　

勘
解
由
長
官
従
四
位
有
躬

藤
誠
信　
　

参
議　
　

従
三
位　
　

参
議
正
三
位　
　
　

太
政
大
臣
従
一
位
為
光

同
忠
輔　
　

参
議　
　

正
四
位
下　

権
中
納
言
正
三
位　

治
部
卿
正
四
位
国
光

源
俊
賢　
　

参
議　
　

正
四
位
下　

権
大
納
言
正
二
位　

左
大
臣
正
二
位
高
明

藤
行
成　
　

参
議　
　

正
四
位
下　

権
大
納
言
正
二
位　

右
少
将
正
五
位
下
義
孝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

父
）摂
政
太
政
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
二
位
伊
尹

同
有
国　
　

参
議　
　

正
三
位　
　

参
議
従
二
位　
　
　

豊
前
守
正
五
位
下
輔
道

源
時
中　

前
大
納
言　

従
二
位　
　

大
納
言
従
二
位　
　

左
大
臣
従
一
位
雅
信

藤
隆
家　

前
中
納
言　

従
三
位　
　

中
納
言
従
三
位　
　

関
白
道
隆

同
高
遠　

非
参
議　
　

従
三
位　
　

太
宰
大
弐
正
三
位　

右
衛
門
督
斉
敏

源
憲
定　

非
参
議　
　

従
三
位　
　

非
参
議
従
三
位　
　

一
品
式
部
卿
為
平
親
王

平
親
信　

非
参
議　
　

従
三
位　
　

非
参
議
従
二
位　
　

伊
勢
守
真
材
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法
に
息
子
の
昇
進
を
早
く
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
摂
関
家
の
子
弟
は
昇

進
が
早
い
。
そ
も
そ
も
摂
政
職
は
天
皇
の
外
戚
の
身
分
に
よ
る
も
の
で
あ 

る
。
つ
ま
り
母
方
外
祖
父
に
よ
る
後
見
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る

政
治
地
位
で
あ
る
。
父
子
間
で
摂
政
職
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皇
室

に
た
え
ず
女
子
を
送
り
、
常
に
皇
室
と
身
内
の
関
係
を
保
持
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
皇
室
と
身
内
関
係
に
あ
る
摂
関
家
の
子
弟
は
皇
室
関
係
の

行
事
に
多
く
参
会
す
る
こ
と
で
昇
進
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
昇
進

が
早
い
。
彼
ら
の
叙
爵
の
到
達
年
齢
を
見
る
と
、
十
世
紀
後
半
ま
で
は
さ
ほ

ど
選
叙
令
の
基
準
か
ら
離
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
摂

関
家
の
子
息
と
い
う
理
由
で
加
階
が
高
く
な
り
、
年
齢
も
さ
ら
に
若
年
化
が

進
ん
だ
。
藤
原
頼
通
は
十
三
歳
で
正
五
下
（1003

）、
教
通
は
十
二
歳
で
正

五
下（1006

）が
叙
さ
れ
て
か
ら
、頼
通
子
通
房
は
十
一
歳
で
正
五
下（1035

）、

同
じ
く
頼
通
子
師
実
は
十
二
歳
で
正
五
下
（1053
）、
師
実
子
師
通
は
十
二

歳
で
従
五
上
（1072

）、
師
通
子
忠
実
は
祖
父
師
実
摂
政
大
臣
従
一
位
の
養

子
と
し
て
十
一
歳
で
正
五
下
（1088

）、
忠
実
子
忠
通
は
十
一
歳
で
正
五

下
（1107

）、
頼
長
十
一
歳
で
正
五
下
（1130

）、
兼
長
十
一
歳
で
従
五
上 

（1148

）、
基
実
九
歳
正
五
下
（1150

）、
兼
実
八
歳
で
正
五
下
（1158
）
と

い
う
ふ
う
に
ど
ん
ど
ん
年
齢
が
若
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
の
三
位
の
到

達
年
齢
を
見
る
と
、
藤
原
頼
通
、
教
通
、
通
房
は
十
五
歳
、
師
実
、
師
通
、

忠
実
、
忠
通
、
基
房
、
兼
房
は
十
四
歳
、
頼
長
、
兼
長
、
兼
実
は
十
二
歳
、

基
実
は
十
歳
に
な
っ
て
い
る
。
子
の
昇
進
が
早
く
な
る
こ
と
が
結
果
的
に
父

子
の
官
職
の
間
隔
の
縮
小
に
つ
な
が
り
、
職
を
軸
と
し
た
父
子
間
の
継
承
を

容
易
に
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
明
法
道
、
明
経
道
、
算
道
な
ど
も
と
も
と

大
学
寮
の
専
門
家
達
も
教
官
職
の
博
士
以
外
に
他
の
官
職
を
兼
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
司
に
進
出
し
、
専
門
知
識
を
武
器
に
家
業
化
を
進

め
て
い
た
。
佐
藤
進
一
氏
は
、
十
世
紀
、
十
一
世
紀
の
間
に
官
庁
の
再
編
成

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
特
定
の
氏
族
が
特
定
官
職
に
世

襲
的
に
就
任
し
、
さ
ら
に
は
特
定
の
氏
族
が
特
定
官
庁
を
世
襲
的
に
運
営
す

る
官
職
・
官
庁
の
世
襲
請
負
制
が
生
ま
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
に
よ
る

と
、
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
の
間
に
、
明
法
博
士
が
検
非
違
使
を
兼
ね
る
こ

と
が
恒
常
化
し
、
そ
し
て
算
道
の
小
槻
氏
も
十
世
紀
後
半
か
ら
左
大
史
の
官

職
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
経
道
の
中
原
氏
、
清
原
氏
両
氏
も
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
官
庁
の
官
務
、
局
務
の
職
掌
を
独
占
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
32

。

平
安
時
代
の
各
階
層
の
官
職
の
家
業
化
の
進
展
は
必
ず
し
も
同
じ
経
路
で
は

な
い
が
、
父
子
の
繋
が
り
は
官
職
を
媒
介
に
強
化
さ
れ
、
父
の
官
職
を
継
承

し
よ
う
と
す
る
継
承
意
識
が
強
く
見
ら
れ
た
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

四　

官
位
・
官
職
の
譲
与

　

加
階
の
譲
与
と
は
、
も
と
も
と
位
階
の
昇
級
の
で
き
る
者
は
そ
の
機
会
を

他
の
人
に
譲
る
こ
と
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
（785

）
十
二
月
十

日
の
記
録
に
、
近
江
國
人
從
七
位
下
勝
首
益
麻
呂
が
自
分
に
授
け
ら
れ
る
べ

き
外
從
五
位
下
の
官
位
を
そ
の
父
親
真
公
に
譲
る
こ
と
を
願
い
、
勅
許
を
得
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た
と
あ
り
、
ま
た
『
続
日
本
後
記
』
に
嘉
祥
元
年
（848

）
十
月
一
日
の
記

録
に
、
讃
岐
國
三
野
郡
の
從
四
位
上
丸
部
臣
明
麻
呂
が
郡
大
領
の
官
職
を
父

親
に
譲
り
、「
孝
行
」
を
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
三
階
の
昇
進
を
与
え
ら
れ
、

終
身
田
租
が
免
じ
ら
れ
た
と
い
う
勅
命
を
受
け
た
、
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

父
に
官
位
や
官
職
を
譲
る
こ
と
は
、子
の
親
孝
行
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
『
三
代
実
録
』
巻
十
三
に
あ
る
夏
井
傳
に
、
夏
井
が
仁
壽
四
年
（854

）

に
兼
任
の
美
濃
少
掾
を
異
母
兄
大
枝
に
譲
っ
た
と
い
う
例
が
あ
る
。
概
し
て

い
え
ば
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
中
頃
の
記
録
に
出
て
く
る
こ
の
類
の
記

録
は
少
数
で
あ
り
、
ま
た
孝
行
友
悌
の
例
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ 

る
。
子
か
ら
親
へ
の
譲
爵
は
、
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、

主
と
し
て
大
学
寮
の
文
人
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
天
暦
六
年
（952

）
四

月
廿
七
日
に
出
さ
れ
た
暦
博
士
賀
茂
保
憲
の
讓
爵
の
申
請
文
（
大
江
朝
綱
の

作
）
に
は
、「
方
今
聖
上
已
以
孝
治
天
下
、
臣
下
何
忘
孝
留
心
中
」
と
自
ら

の
譲
爵
を
「
親
孝
行
」
の
行
動
と
し
て
い
る
33

。
ま
た
正
暦
四
年
（993

）

十
一
月
十
二
日
に
従
三
位
参
議
右
大
弁
平
惟
仲
が
子
平
道
行
の
、

を
造

る
功
に
よ
る
加
階
の
譲
り
を
受
け
た
。
受
領
の
家
に
生
ま
れ
た
平
惟
仲
は

文
章
生
か
ら
出
身
し
、
中
納
言
に
ま
で
昇
っ
た
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
息
子
の
平
道
行
が
造

の
功
に
よ
る
加
階
を
父
に
譲
っ
た
の
で

あ
る
。
父
の
惟
仲
は
従
三
位
で
あ
り
、
息
子
の
道
行
は
ま
だ
五
位
な
の
で
、

五
位
の
子
が
父
へ
の
譲
与
は
「
往
古
不
聞
」
と
評
さ
れ
て
い
た
34

。
し
か

し
、
十
世
紀
に
入
る
と
、
父
か
ら
息
子
へ
の
譲
爵
が
増
え
て
く
る
。
天
延
四

年
（975

）
二
月
一
日
に
出
さ
れ
た
藤
原
明
子
の
譲
爵
の
申
請
文
（
源
順
作
）

に
、「
訪
故
實
或
官
或
爵
父
子
遞
相
（
讓
）
之
例
古
今
不
可
勝
數
」（『
本
朝 

文
粋
』
巻
六
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
慣
例
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
大
江
匡
衡
の
「
再
除
吏
部
員
外
侍
郎　

懐
舊
有
感
」
に

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

 

忝
傳
祖
父
貽
孫
跡
、
為
子
辞
官
任
本
官
。
天
暦
余
風
今
在
此
。
少
年
莫

咲
雪
窓
寒　

祖
父
（
維
時
・
筆
者
注
）
納
言
為
天
暦
侍
読
之
時
、
辞
所
帯
式
部

大
輔
、
以
男
蔵
人
斉
光
任
式
部
丞
、
斉
光
叙
栄
爵
之
後
、
納
言
還
任
式
部
大
輔
、

江
家
再
有
此
例
、
故
云
。（『
江
吏
部
集
』
中
巻
）

『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
大
江
維
時
が
天
徳
二
年
（958

）
年
に
式
部
大
輔

を
辞
し
て
、
息
子
斉
光
を
式
部
丞
に
就
任
さ
せ
た
と
あ
る
が
、
応
和
三
年

（963

）
に
死
去
す
る
ま
で
式
部
大
輔
に
再
任
し
た
形
跡
は
な
い
の
で
、「
納

言
還
任
式
部
大
輔
」
と
い
う
の
も
定
か
で
は
な
い
が
、
大
江
匡
衡
は
祖
父
と

同
じ
よ
う
に
一
度
息
子
の
た
め
に
式
部
大
輔
を
辞
し
て
ま
た
再
任
し
た
の

で
、「
江
家
再
有
此
例
」
と
感
激
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
職

を
辞
す
る
こ
と
を
交
換
条
件
に
息
子
の
官
職
の
昇
進
を
図
る
こ
と
は
当
時
で

は
「
譲
爵
」
と
い
う
。
言
わ
ば
間
接
的
官
爵
の
譲
与
行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
譲
与
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
小
右
記
』
35

や
『
権
記
』
36

、 

『
公
卿
補
任
』
を
通
じ
て
も
窺
え
る
。

①
従
四
位
下
藤
忠
平　

廿
一　

正
月
廿
八
日　

任
侍
従
如
元　

二
月
以
三
木

譲
与
叔
父
清
経
朝
臣
（
公
卿
補
任
・
昌
泰
三
年
（900

））
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②
大
納
言　

從
二
位
藤
爲
光
四
十　

按
察
使
。
二
月
廿
三
日
正
二
位
。﹇
臨

時
﹈。
十
月
四
日
可
叙
從
一
位
。
而
讓
男
從
五
位
上
誠
信
叙
正
五
位
下
（
公

卿
補
任
・
天
元
四
年
（981

））

③
参
議　

正
四
位
下　

藤
佐
理
三
十
八　

讃
岐
守
。十
月
四
日
可
叙
從
三
位
。

而
讓
男
賴
房
叙
從
五
位
下
。（
公
卿
補
任
・
天
元
四
年
（981

））

④
左
大
臣　

正
二
位
源
雅
信
六
十
五　

東
宮
傅
。
八
月
廿
七
止
傅
。
今
日
立

太
子
兼
之
。
十
月
十
日
可
叙
從
一
位
。
而
讓
男
從
四
位
上
時
中
叙
正
四
位
下
。

（
公
卿
補
任
・
永
觀
二
年
（984
））

⑤
大
納
言　

正
二
位
藤
爲
光
四
十
三　

八
月
十
八
日
兼
春
宮
權
大
夫
。
廿

七
日
止
權
大
夫
。﹇
受
禪
﹈。
同
日
立
太
子
。
又
兼
大
夫
。
十
月
十
日
可
叙

從
一
位
。
而
譲
男
從
五
位
下
齊
信
叙
從
五
位
上
。（
公
卿
補
任
・
永
觀
二
年 

（984

））

⑥
權
大
納
言
從
二
位
藤
朝
光
三
十
四　

左
近
大
將
。
春
宮
大
夫
。
正
月
七
日

叙
正
二
位
。
八
月
廿
七
日
止
大
夫
。
十
月
十
日
可
叙
從
一
位
。
而
十
四
日
讓

男
登
朝
叙
從
五
位
下
。（
公
卿
補
任
・
永
觀
二
年
（984

））

⑦
權
大
納
言
正
二
位
藤
道
隆
三
十
五　

皇
大
后
宮
大
夫
。
十
月
十
四
日
叙
從

一
位
。
而
讓
男
伊
周
叙
正
五
位
下
。（
公
卿
補
任
・
永
延
元
年
（987
））

⑧
權
大
納
言
正
二
位
同
道
隆
三
十
六　

皇
大
后
宮
大
夫
。
正
月
七
日
可
叙
從

一
位
。
而
讓
男
伊
周
叙
從
四
位
下
。（
公
卿
補
任
・
永
延
二
年
（988

））

⑨
卅
日
、
壬
申
、
参
内
、
除
目
議
如
昨
日
、
左
右
大
臣
被
参
、
有
造
門
行
事

及
国
々
賞
、
大
納
言
重
信
卿
賞
譲
子
息
右
少
将
宣
方
（
小
右
記
・
正
暦
元
年

（990

）
八
月
卅
日
条
）

⑩
大
納
言
正
二
位
源
重
光
﹇
年
七
〇
﹈
辞
所
帯
大
納
言
職
、
譲
婿
納
言
伊
周

任
権
大
納
言
﹇
年
一
九
﹈（
権
記
・
正
暦
三
年
（992

）
八
月
廿
八
日
条
）

⑪
…
正
三
位
藤
原
朝
臣
実
成
（
左
大
臣
譲
）、
正
四
位
下
源
済
政
（
北
方
譲
）

（
小
右
記
・
長
和
二
年
（1013

）
九
月
十
六
日
条
）

⑫
右
衛
門
督
叙
正
二
位
、
左
中
弁
経
通
譲
、
経
通
者
造
宮
行
事
、
実
経
叙
従

四
位
上
、
父
中
納
言
行
成
譲
書
額
功
（
小
右
記
・
長
和
四
年
（1015

）
十
月

二
十
二
日
条
）

⑬
右
近
中
将
兼
隆
辞
退
‥
兼
綱
任
左
中
将
、
蔵
人
頭
﹇
兼
隆
譲　

中
将
兄
﹈ 

（
小
右
記
・
長
和
五
年
（1015

）
正
月
十
二
日
条
）

①
は
、
従
四
位
下
藤
原
忠
平
が
叔
父
清
経
に
参
議
の
職
を
譲
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
は
先
述
し
た
子
が
父
に
譲
る
行
為
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
②
〜
⑧
は
『
公
卿
補
任
』
に
あ
る
譲
爵
例
で
、
殆
ど
十
世
紀
の
後
半
の

記
録
で
、
先
述
し
た
源
順
の
藤
原
明
子
譲
爵
申
文
に
あ
る
「
或
官
或
爵
父
子

遞
相
（
讓
）
之
例
古
今
不
可
勝
數
」
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
時
代

に
な
る
と
、
息
子
に
位
階
を
譲
る
の
が
一
つ
の
慣
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
窺
え
る
。
ま
た
「
可
叙
從
一
位
」
の
者
が
息
子
に
譲
っ

た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
⑥
の
藤
原
朝
光
が
息
子
登
朝
に
爵
を
譲
っ
た
こ

と
は
『
小
右
記
』
に
も
見
え
る
37

。
前
関
白
太
政
大
臣
兼
通
の
息
子
で
あ
る

朝
光
が
従
一
位
に
加
階
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
息
子
の
昇
進
の
た
め
に

譲
っ
た
。
⑦
、
⑧
は
藤
原
道
隆
が
二
回
に
亘
っ
て
息
子
伊
周
に
官
位
を
譲
っ
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た
記
録
で
あ
る
。
永
延
元
年
と
い
え
ば
、
前
の
年
の
寛
和
二
年
に
一
条
天
皇

が
即
位
し
、
そ
の
外
祖
父
と
し
て
藤
原
兼
家
が
摂
政
と
な
っ
た
。
永
延
元
年

に
兼
家
は
従
一
位
と
な
り
、
そ
の
息
子
権
大
納
言
道
隆
は
正
三
位
か
ら
正
二

位
と
い
う
異
例
の
昇
進
を
果
た
し
、
さ
ら
に
従
一
位
に
叙
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
息
子
伊
周
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
兼
家
―
道
隆
―

伊
周
の
官
位
差
は
「
正
一
位

―
正
二
位

―
正
五
位
」
と
な
っ
て
お
り
、

父
兼
家
と
息
子
道
隆
の
差
は
小
さ
く
、
す
ぐ
摂
政
職
を
継
承
で
き
る
よ
う
な

態
制
に
な
っ
て
い
る
。
⑨
〜
⑬
は
古
記
録
に
見
ら
れ
る
記
述
で
、
⑨
は
大
納

言
源
重
信
が
自
分
に
与
え
ら
れ
た
賞
と
し
て
の
加
階
を
息
子
宣
方
に
譲
っ

た
、
と
あ
る
。
重
信
の
息
子
に
は
、
致
方
・
道
方
・
宣
方
・
相
方
ら
が
い
る

が
、
宣
方
は
重
信
と
源
高
明
女
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
で
あ
る
。
こ
の
時
期

の
加
階
が
行
事
な
ど
の
賞
が
多
く
行
わ
れ
て
、
⑫
も
同
じ
く
造
宮
の
労
や
書

額
を
献
じ
た
こ
と
に
よ
る
加
階
で
あ
る
。
右
衛
門
督
藤
原
懐
平
は
従
二
位
権

中
納
言
で
あ
っ
た
が
、
次
男
左
中
弁
経
通
が
造
宮
行
事
の
賞
の
譲
り
を
受
け

て
正
二
位
に
昇
進
し
た
。
藤
原
実
経
は
藤
原
行
成
の
男
で
、
能
書
家
の
父
行

成
が
書
額
に
よ
る
功
を
息
子
に
譲
っ
て
い
る
。
⑩
、
⑪
、
⑬
は
父
子
間
の
譲

与
と
異
な
る
性
質
を
持
つ
例
で
、
⑩
は
源
重
光
が
大
納
言
職
を
婿
の
伊
周
に

譲
っ
た
例
で
、
官
職
を
譲
る
少
な
い
例
の
一
つ
で
あ
る
。
正
暦
三
年
は
道
隆

が
摂
政
に
な
っ
て
お
り
、
道
隆
―
伊
周
父
子
の
全
盛
期
で
、
重
信
が
自
ら
の

大
納
言
を
婿
に
譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
家
の
繁
栄
を
狙
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
が
、
道
隆
の
急
死
と
伊
周
の
失
脚
で
泡
と
消
え
た
の
で
あ
る
。
⑪
藤
原
道

長
・
源
倫
子
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
藤
原
実
成
と
源
済
政
に
加
階
を
譲
る
と
い
う

記
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
宮
行
幸
の
賞
に
よ
る
道
長
、
倫
子
の
加
階
で
あ

る
。
道
長
が
実
成
に
譲
っ
た
の
は
、
そ
の
時
実
成
が
中
宮
権
亮
の
職
を
兼
任

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
源
済
政
は
雅
信
の
孫
で
、
父
時
中
は
道
長
の
正

妻
倫
子
の
異
母
兄
弟
で
あ
る
。
オ
バ
か
ら
オ
イ
へ
の
譲
与
で
あ
る
。
⑬
は
兄

弟
間
の
譲
与
で
、
藤
原
兼
綱
と
藤
原
兼
隆
は
同
母
兄
弟
で
、
父
は
故
関
白
道

兼
で
あ
る
。
兼
隆
は
参
議
従
二
位
右
権
中
将
伊
予
権
守
で
あ
っ
た
が
、
中
将

の
職
を
辞
退
し
、
弟
兼
綱
の
蔵
人
頭
就
任
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
記
録

か
ら
、
十
世
紀
以
降
、
官
位
、
官
職
の
譲
与
が
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
了
解

さ
れ
よ
う
。
無
論
こ
う
い
っ
た
官
位
、
官
職
の
譲
与
は
父
子
間
に
限
っ
た
こ

と
な
く
、
舅
婿
間
や
兄
弟
間
お
よ
び
親
族
間
の
譲
与
も
見
ら
れ
る
が
、
父
か

ら
子
へ
の
官
位
の
譲
与
が
一
つ
の
慣
例
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
実
に
見

て
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
譲
与
が
一
般
的
に
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
官
位
・

官
職
を
軸
と
し
た
父
子
一
体
観
が
確
立
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
官
位
・
官
職
こ
そ
父
子
間
の
繋
が
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
意

味
で
は
、
長
和
五
年
（1016

）
に
藤
原
道
長
が
摂
政
太
政
大
臣
に
な
り
、
そ

の
翌
年
に
頼
通
に
そ
の
職
を
譲
与
し
た
の
は
、
職
を
通
じ
た
父
子
間
の
直
接

継
承
の
始
ま
り
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
摂
政
家
の
継
承
は
、
冬
嗣

か
ら
良
房
、
基
経
、
忠
平
、
師
輔
、
兼
家
、
道
隆
、
道
兼
を
経
て
道
長
へ
と

続
い
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
父
か
ら
子
へ
譲
る
形
で
は
な
か
っ
た
。
兄
弟

間
に
長
幼
の
秩
序
原
理
が
機
能
し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
諸
要
因
に
よ
っ
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て
事
後
的
に
高
官
に
な
っ
た
者
が
父
の
摂
政
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
道
長
が
摂
政
太
政
大
臣
を
頼
通
に
譲
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
摂
政
と
い

う
職
も
王
権
と
同
様
に
父
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
頼
通
以
降
の
継
承
を
見
る
と
、
頼
通
子
藤
原
師
実
が
承
保
三
年

（1076

）
に
摂
政
に
な
っ
て
か
ら
は
師
実
―
師
通
―
忠
実
―
忠
通
―
基
実
と

い
う
父
子
一
系
の
継
承
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

十
世
紀
、
十
一
世
紀
の
平
安
時
代
の
家
業
を
中
心
に
、
官
職
を
軸
と
し
た

父
系
的
継
承
の
展
開
を
見
て
き
た
。
家
業
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
（
祖
先
伝

来
の
）
生
活
基
盤
と
し
て
の
家
財
の
意
と
生
計
を
立
て
る
た
め
の
特
技
・
生

業
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
古
代
日
本
の
文
献
に
お
い
て
は
、
早
く
か
ら
官

位
・
官
職
の
意
味
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
、
中
世
で
は
、
所
職
所
領
を
指
す
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
意
味
の
変
化
の
背
後
に
は
、
官
職
を
軸

と
し
た
父
子
間
の
継
承
を
律
令
国
家
が
強
力
に
推
進
し
た
と
い
う
歴
史
的
要

因
が
あ
っ
た
。
律
令
制
度
が
導
入
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
父
子
継
承
に
よ
る

「
家
」
の
樹
立
が
急
務
と
な
り
、
そ
れ
が
蔭
位
制
を
通
し
て
推
進
さ
れ
た
。

唐
制
に
お
い
て
資
蔭
（
＝
蔭
位
制
）
は
高
層
官
人
の
一
特
典
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
古
代
日
本
に
お
い
て
は
、
嫡
子
制
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
初

か
ら
「
承
蔭
＝
承
家
」
と
い
う
継
承
志
向
の
強
い
も
の
に
変
っ
た
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
外
来
の
父
系
制
の
原
理
の
着
地
点
は
蔭
位
制
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
父
子
継
承
の
観
念
は
、
さ
ら
に
中
国
文
化
の
運
搬
者
の
役
割
を
に

な
う
紀
伝
道
文
人
の
言
説
に
よ
っ
て
正
当
性
が
与
え
ら
れ
、
官
職
の
継
承
＝

家
業
の
継
承
と
い
う
継
承
の
論
理
に
ま
で
推
し
上
げ
ら
れ
た
。
蔭
位
制
の
制

度
そ
の
も
の
は
父
祖
の
「
蔭
」
を
継
承
す
る
こ
と
な
の
で
、
あ
く
ま
で
も
間

接
的
継
承
で
あ
る
が
、
導
入
さ
れ
た
最
初
か
ら
い
く
つ
か
の
重
要
な
修
正
が

加
え
ら
れ
、
唐
制
の
資
蔭
制
よ
り
叙
位
さ
れ
る
年
齢
が
若
く
、
叙
位
さ
れ
る

位
階
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
階
層
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
父
子
間
の
「
間

隔
」
が
小
さ
く
な
り
、
父
子
間
の
官
職
の
継
承
も
容
易
に
な
る
。
さ
ら
に
そ

の
後
の
昇
進
の
差
異
に
よ
っ
て
官
人
の
出
身
コ
ー
ス
が
ほ
ぼ
固
定
化
し
、
摂

関
家
で
は
十
一
世
紀
初
頭
に
直
接
継
承
を
果
た
し
た
。
中
下
の
官
僚
層
に
お

い
て
も
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
専
門
知
識
を
武
器
に
一
族
に
よ

る
職
の
請
負
が
行
わ
れ
、
官
位
・
官
職
の
家
業
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
家
業
化
の
進
展
の
中
で
行
わ
れ
た
父
子
間
で
の
官
位
・
官
職
の
譲
与 

は
、
あ
る
意
味
で
は
、「
職
」
を
軸
と
し
た
父
子
間
の
一
体
観
、
共
有
意
識

を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

1 

拙
稿
「
家
業
に
つ
い
て
（
１
）
―
『
漢
書
』、『
後
漢
書
』
を
中
心
に
―
」（
名
古

屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
『
言
語
文
化
論
集
』
三
三
巻
第
二
号　

二
〇

一
二
年
二
月
）

2 

『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
五
月
二
十
一
日
条
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3 

『
日
本
後
記
』
天
長
二
年
（825

）
四
月
十
三
日
条
（
逸
文
）
に
見
え
る
紀
田
上
の

卒
伝
に
「
家
業
武
芸
、
才
華
興
聞
、
至
於
従
政
、
不
失
民
心
」
と
あ
る
。

4 
『
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
八
月
十
五
日
に
明
法
博
士
讃
岐
朝
臣
永
直
の
卒
伝
が
見

え
、
そ
の
長
男
の
讃
岐
時
人
に
つ
い
て
、「
長
子
時
人
傳
父
業
、

姓
和
氣
朝
臣
。
少

女
為
光
孝
天
皇
更
衣
生
源
皇
子
舊

」
と
あ
る
。

5 

『
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
（870

）
年
三
月
条
に
菅
原
峯
嗣
卒
伝
が
見
え
、「
峯
嗣 

者
，
左
京
人
也
。
父
出
雲
朝
臣
廣
貞
，
長
於
醫
師
，
官
為
正
五
位
下
信
濃
權
守
。
淳

和
太
上
天
皇
龍
潜
之
日
，
令
峯
嗣
侍
春
宮
藩
邸
，
峯
嗣
自
申
請
欲
継
家
業
。
仍
補
醫

得
業
生
」
と
あ
る
。

6 

注
1
前
掲
拙
稿

7 

佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
岩
波
書
店　

二
〇
〇
七
年　

四
十
七
頁

8 

父
子
間
の
継
承
の
ほ
か
に
、
養
子
、
兄
弟
、
叔
甥
と
い
っ
た
男
系
の
中
で
継
承
し

た
例
も
あ
る
。

9 

任
子
制
の
開
始
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、『
漢
書
』
の
哀
帝
紀
に
任
子
制
の
廃

止
令
が
見
え
る
。
應
劭
注
の
所
引
の
漢
儀
注
に
よ
れ
ば
、
任
子
制
の
具
体
的
内
容
は
、

「
吏
二
千
石
以
上
視
事
滿
三
年
，
得
任
同
産
若
子
一
人
為
郎
」
と
あ
る
。

10 

晉
書
卷
二
十
六
食
貨
志
。

11 

晋
書
巻
二
十
六
食
貨
志
に
、
労
働
力
と
し
て
の
「
蔭
人
」
の
配
給
が
み
え
る
。

12 

蔭
位
制
を
継
承
法
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
、『
令
集
解
』
の
諸
注
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
に
な
る
。
大
宝
令
の
注
釈
書
『
古
記
』
で
は
、
父
系
継
承
を
意
味
す
る
言
葉 

「
承
重
」
に
つ
い
て
、「
承
重
、
謂
説
祖
父
之
蔭
承
継
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。

13 

野
村
忠
夫
『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
七
年　

四
六
〇
頁

14 

『
隋
書
』
に
「
陳
承
梁
，
皆
循
其
制
官
，
…
其
親
王
起
家
則
爲
侍
中
。
若
加
將
軍
，

方
得
有
佐
史
，
無
將
軍
則
無
府
，
止
有
國
官
。
皇
太
子
冢
嫡
者
，
起
家
封
王
，
依
諸

王
起
家
。
餘
子
並
封
公
，
起
家
中
書
郎
。
諸
王
子
並
諸
侯
世
子
，
起
家
給
事
。
三
公

子
起
家
員
外
散
騎
侍
郎
，
令
僕
子
起
家
祕
書
郎
。
若
員
滿
，
亦
爲
板
法
曹
，
雖
高
半
階
，

望
終
祕
書
郎
下
。
次
令
僕
子
起
家
著
作
佐
郎
，
亦
爲
板
行
參
軍
」
と
あ
る
。（
隋
書
巻

二
十
六
百
官
上
）

15 

宮
崎
市
定
氏
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
同
朋
舎　

一
九
五
六
年　

一
一
七
頁

16 

養
老
令
は
二
十
一
歳
と
あ
り
、
大
宝
令
も
同
文
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
和
銅
八

年
（715

）
の
霊
亀
改
元
の
詔
に
は
「
五
位
以
上
の
子
孫
年
廿
以
上
者
、
宜
授
蔭
位
」

と
あ
る
。

17 

牧
英
正
「
資
蔭
考
」
大
阪
市
大
法
学
雑
誌
二
の
一　

一
九
五
五
年

18 

高
橋
秀
樹
氏
の
「
平
安
貴
族
社
会
の
中
の
養
子
」（『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
吉

川
弘
文
館　

一
九
九
六
年
）
に
よ
る
と
、
十
一
世
紀
以
前
に
多
い
の
は
祖
父
が
孫
を

養
子
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
十
二
世
紀
以
後
は
弟
な
ど
同
世
代
を
養
子
と
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

19 

注
14
の
隋
書
に
「
皇
太
子
冢
嫡
者
，
起
家
封
王
，
依
諸
王
起
家
。
餘
子
並
封
公
，

起
家
中
書
郎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
族
の
封
爵
を
記
述
す
る
文
脈
に
嫡
庶
の
別
が
立

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

20 

桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
〔
改
訂
版
〕』（
思
文
閣
出
版　

一
九
九
四
年
）
一
四

九
頁
〜
一
五
二
頁　

本
稿
で
言
う
「
紀
伝
道
の
文
人
」
と
は
、
文
章
博
士
か
文
章
生

の
よ
う
な
中
国
の
歴
史
や
文
学
を
専
門
と
す
る
文
人
で
あ
る
。

21 

桃
裕
行
注
20
前
掲
書
第
三
章

22 

道
真
の
祖
父
清
公
は
、
弘
仁
中
に
文
章
博
士
、
式
部
大
輔
と
な
る
。
父
清
善
は
、

承
和
十
二
（845

）
文
章
博
士
、
貞
観
十
二
年
（870

）
式
部
大
輔
と
な
る
。
道
真
は

貞
観
十
九
年
（877

）
式
部
少
輔
、
元
慶
元
年
（877

）
式
部
大
輔
と
な
る
。

23 
『
本
朝
文
粋
』
巻
六　

菅
原
文
時
「
申
学
問
料
」

24 
桃
裕
行
注
20
前
掲
書　

二
八
二
頁

25 
六
位
か
ら
八
位
の
嫡
子
は
「
位
子
」
と
い
い
、
無
位
無
官
の
者
は
「
白
丁
」
と
い 



（19）

「家業」について（２）

う
。
位
子
に
も
一
定
の
条
件
下
で
出
身
の
特
典
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
他
に
課
役
の
一

部
免
除
、
大
学
へ
の
情
願
入
学
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
が
、
五
位
以
上
子
の
特
典
と
の

間
に
格
段
の
差
が
あ
っ
た
。

26 
土
田
直
鎮
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
舎
人
の
任
用
と
昇
進
」
歴
史
地
位
月
報
3　

一

九
五
一
年

27 

野
村
忠
夫
注
13
前
掲
書
四
六
〇
頁

28 

加
納
宏
志
「
九
世
紀
に
お
け
る
蔭
位
制
の
実
態
的
考
察
」（『
金
城
学
院
大
学
紀
要
』

6
号
、
一
九
八
二
年
）

29 

服
藤
早
苗
「
摂
関
期
に
お
け
る
「
氏
」
と
「
家
」『
日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』

青
木
和
夫
先
生
還
暦
記
念
会
編
、
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
七
年

30 

昌
泰
三
年
と
長
保
三
年
の
公
卿
補
任
に
拠
っ
て
作
成
し
た
。
極
官
は
そ
の
人
物
が

生
前
達
し
た
最
高
官
と
し
、
贈
官
を
入
れ
な
い
こ
と
に
し
た
。

31 

『
日
本
系
略
』
に
よ
れ
ば
「
菅
原
淑
子
」、『
一
代
要
記
』
に
よ
れ
ば
「
菅
原
衍
子
」

と
い
う
女
子
が
寛
平
八
年
（896

）
に
女
御
に
な
っ
て
い
る
。

32 

佐
藤
進
一
、
注
7
前
掲
書　

四
十
七
頁

33 

『
本
朝
文
粋
』
巻
六

34 

『
小
右
記
』
正
暦
四
年
（993

）
十
一
月
十
二
日
条

35 

『
小
右
記
』
は
天
元
元
年
（978

）
か
ら
書
か
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は

天
元
五
年
（982

）
か
ら
長
元
五
年
（1032

）
の
間
の
記
事
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

36 

『
権
記
』
は
、
正
暦
二
年
（991

）
か
ら
寛
弘
八
年
（1011

）
ま
で
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
。

37 

小
右
記
永
観
二
年
（984

）
十
月
十
五
日
条
に
も
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
傳
聞
、
昨
日
有
両
三
輩
叙
位
云
々
、
左
大
将
（
藤
原
朝
光
）
加
階
譲
子
息
（
藤
原
登 

朝
）
云
々
」
と
あ
る
。


